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●３県での意見交換会・実践の場の開催

岩手県での取組
第1回
6月6日(金)

第2回
9月18日(木)

実践の場
11月2日（日)

第3回
1月29日(木)

⚫ 各団体の活動紹介
⚫ 令和7年度のテーマ、取組み内容等に
ついて

（意見交換内容）
• 過年度事業を踏まえた取組テーマ／課

題／取り入れるべき視点
• 取組の具体的な内容（企画のターゲッ

ト／取材先／役割・連携）

⚫ 各団体の活動紹介
⚫ 実践の場実施に向けた検討
⚫ ３県合同セミナー内容の説明

（意見交換内容）
• 今年度の企画案の再確認
• 実践の場実施概要説明
• 3県合同セミナーに関する意見交換

あのときの私に伝えたいこと
～震災の教訓を次世代へ～

（フィイールドワーク）
• 岩手県内外の大学生、石川県より

金沢大学生の参加
• 副代表団体・事務局の推薦者・地

域の担い手を大学生が取材

⚫ 各団体の取組紹介
⚫ 本年度事業の振り返り
⚫ 第2期復興・創生期間における「実践の
場」の振り返り

（意見交換内容）
・今年度企画の良かった点／反省点・改善点
・第2期復興・創生期間における「実践の場」の
振り返りと今後の取組について

◼ 実践の場の企画背景 ◼ 実践の場の開催概要

【背景・目的】
⚫ これまでの取組のうち、情報発信効果が高かった

「高校生・大学生」との連携を防災意識の風化を
防ぐ取組に昇華させる。

⚫ 震災経験者のストーリーを未来へつなぐための記
録・発信を強化。

⚫ 「つながりのその先へ。」をテーマに、これまでに築き
上げてきた“官民の連携”や“地域のつながり”を未
来へと発展させ、新たな可能性を創出する。

⚫ 「あの時の私に伝えたいこと」をテーマに、震災当時
学生だった20～30代の方々の声を大学生が取
材し、映像を作成する取組とする。

日時：2025年11月2日（日）
場所：田野畑・宮古／釜石／陸前高田・大船渡の３エリア
参加者：岩手県内外の若者（大学生）20名
⚫ 学生が被災地を「悲劇の場所」ではなく、挑戦と温かさのある

地域として捉え直し、先入観を超えた理解と意識変容が生ま
れた。

⚫ 防災を「運」ではなく「備えと実践」として捉える視点が共有され、
具体的行動を促す学びにつながった。

⚫ 地域の担い手から、学生が真摯に向き合う姿勢への評価とと
もに、「関わってくれること自体が励みになる」との声が寄せられ、
相互の学びが生まれた。

⚫ 取材内容はすべて映像記録としてアーカイブ化が図れた。

あのときの私に伝えたいこと～震災の教訓を次世代へ～
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●３県での意見交換会・実践の場の開催

宮城県での取組
第1回
6月5日(木)

第2回
9月17日(水)

実践の場
10月5日(日)

第3回
1月29日(木)

⚫ 各団体の活動紹介
⚫ 令和7年度のテーマ、取組み内容等に
ついて

（意見交換内容）
• 過年度事業を踏まえた取組テーマ／課

題／取り入れるべき視点
• 取組の具体的な内容（企画のターゲッ

ト／取材先／役割・連携）

⚫ 各団体の活動紹介
⚫ 実践の場実施に向けた検討
⚫ ３県合同セミナー内容の説明

（意見交換内容）
• 今年度の企画案の再確認
• 実践の場実施概要説明
• 3県合同セミナーに関する意見交換

あのときの私に伝えたいこと
～震災の記憶を未来へ～

（フィイールドワーク）
• 宮城県内外の高校生・大学生、

石川県より金沢大学生の参加。
副代表団体・事務局の推薦
者・地域の担い手を大学生が
取材

⚫ 各団体の取組紹介
⚫ 本年度事業の振り返り
⚫ 第2期復興・創生期間における「実践の場」の
振り返り

（意見交換内容）
• 今年度企画の良かった点／反省点・改善点
• 第2期復興・創生期間における「実践の場」の

振り返りと今後の取組について

◼ 実践の場の企画背景 ◼ 実践の場の開催概要

あのときの私に伝えたいこと～震災の記憶を未来へ～

日時：2025年10月5日（日）
場所：多賀城高校「津波伝承まち歩き／フィールドワーク3コース

（南三陸/石巻・女川/仙台・山元/）
参加者：宮城県内外の若者（高校生・大学生）18名
⚫ 取材を通じ、震災の記憶を「過去の出来事」ではなく、観光・

教育・防災に活かす現在進行形の地域資源として再認識す
る機会となった。

⚫ 取材対象者からは、「震災の経験を言葉として残すことに意味
がある」「若い世代が聞きに来てくれること自体が継承になる」と
の声が寄せられた。

⚫ 学生の視点により、「体験した人が発信することの重要性」や
「口コミが次の来訪を生む」という課題と可能性が現場から示さ
れた。
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【背景・目的】
⚫ これまでの取組は口コミ活用が不足し、訪問者の

体験が次の世代に十分に伝わっていない。

⚫ 令和7年度はGoogleマップを活用し、取材内容
を動画で掲載することで震災の記憶を共有できる
仕組みを強化する。

⚫ 「つながりのその先へ。」をテーマに、これまでに築き
上げてきた“官民の連携”や“地域のつながり”を未
来へと発展させ、新たな可能性を創出する。

⚫ 高校生・大学生と共にフィールドワークを行い、震
災の記憶を未来へとつなぐデジタルアーカイブを構
築し教育・観光・防災の各分野で活用できる資源
として発信する。



●３県での意見交換会・実践の場の開催

福島県での取組
第1回
6月5日(木)

第2回
9月18日(木)

実践の場
10月11日（土）～13日(月・祝)

第3回
1月27日(火)

⚫ 各団体の活動紹介
⚫ 令和7年度のテーマ、取組み内容等に
ついて

（意見交換内容）
・過年度事業を踏まえた取組テーマ／課
題／取り入れるべき視点

・取組の具体的な内容（実行委員会／
取材先／プレイヤー間の役割・連携）

⚫ 各団体の活動紹介
⚫ 実践の場実施に向けた検討
⚫ ３県合同セミナー内容の説明

（意見交換内容）
・今年度の企画案の再確認
・実践の場実施概要説明
・3県合同セミナーに関する意見交換

福島県「ふるさと愛」プロジェクト2025
～未来への架け橋～

（フィイールドワーク）
• 福島県内外の大学生、石川県より

金沢大学生の参加
• 副代表団体・事務局の推薦者・地

域の担い手を大学生が取材

⚫ 各団体の取組紹介
⚫ 実践の場の開催結果を踏まえた意見交換

（意見交換内容）
・本年度の取組の良かった点／反省点・改善点
・次年度の取組方針／継続実施に向けた検討

◼ 実践の場の企画背景 ◼ 実践の場の開催概要

【背景・目的】

⚫ これまでの取組を踏襲する形で 「ふるさと」をテー
マに、県内外の若者たちが集まるフィールドワーク
形式の取組を検討。

⚫ 震災当時に学生だった20～30代の方々が、今
だからこそ伝えられる想いや学びを記録し、次世
代へと継承する。

⚫ 「ふるさと愛」をテーマに、目指したい・目指すべき
未来の姿を考える場を設ける

⚫ 福島の魅力を全国の若者に発信し、県内外の
若者同士の交流を促進する。

福島県「ふるさと愛」プロジェクト2025～未来への架け橋～
日時：2025年10月11日（土）～13日（月・祝）
場所：福島県相双エリア
参加者：福島県内外の大学生18名
⚫ 地域で生きる人々の「自分らしく働き、暮らし、地域を支える姿」に触れ、

復興を“過去の整理”ではなく“現在進行形の営み”として捉える学びが共
有された。

⚫ 取材後の学生の行動や継続的な関係性に期待する声が寄せられ、関係
人口や次世代の担い手創出につながる可能性が現場から示された。

⚫ 取材対象者からは、「福島は被災地ではなく、今も挑戦できる場所」「学生
が来て、感じ、行動すること自体が未来への力になる」との前向きな声が多
く聞かれた。

⚫ 11月17日(月)～25日(火)道の駅ならは、12月5日(金) ～15日(月)
Jヴィレッジにて、「学生の地域と学生がつくる“ふるさと愛”のメッセージ」として
フィールドワークの様子が発信された。 3






